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はじめに

自然教育鴎内に生息するヒキガιノレ （Bufobuf o formosus BOULENGER）の生態学的研究は，1973~r 

5月に開始され，現在も研究グループによって続けられている。その結果，現在までに，久居 （1975）， 久

居菅原 （1978）， 金森 （1975），千羽 （1978）， 矢野 （1978）の研究が発表されている。

自然教育闘における出現｛間体数や（同体群衝度については，野口 （1966）， 金森 （1975）の研究がある。そ

の結果，i附休1洋裕度の推定は，本調査のような捕獲方法では，観察路上に出現しない個体が存在することが

推察された （金森 1975） 。 また，矢野（1978） に見られる ように， ある時期移動する (Ii~体があることが知ら

れている。これらの要因を含むfl凋体数推定法はまだ十分てーはなL、と思われる。しかし，同じ調査方法によっ

ていても ， ii：＼現｛I·＇~体数に大きな年変動が見られたので， 今報告は， 現在までの出現fl.'ij体数を記録することに

円的をおいた。

調査は，ヒキカ‘エノレ生態研究グノレープ（千羽背示 ・菅原十一 －矢野 亮 久居宣夫：以上自然、教育園，桜

井信夫：文化庁記念物諜，金森正直 ：愛知教育大学）によって実施されたものである。本報告をまとめるに

あたって，研究グループの諸氏に感謝の意を点する次第である。

調査地および方法

調査は国立科学博物館付属自然、教育園で実施 した。圏内は，k!020 haあり，全長約 l.Skm，情 1～4m

の観察路がある。捕獲は原Jlllとして，夜間観察路上に出ているfi"ij休を捕獲し，記号放逐する金森 （1975）と

同じ方法を行なっている 。 産卵WIには ， 脳内数ヶ所の池泊ゃt留め他に夜間出現した fl•'H本を捕獲した0 I調査次

は，連続した日か 2～3日以内は同一次とし，数日聞を隔てた場合にはJ.ll］の調盆次とし，前報（金森 1975)

から連続とした。第 46次 （1979年 2月の調企）のようにl:H現数が多くイ｜品体数だけ調査したり，第 22次

以降に多数の小さな例体がHJ，現し， 一部に未記号｛同体のまま放逐する｛1<'・1体もあった。

本愛知教育大学，AichiUniversity of Education 
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結 果 と考 察

調査結果を 1日ごとに新個体と再捕個体に分けて表 1～4に示した。

産卵期における出現個体数は， 一産卵期においても 1日ごとに変化するし，産卵期間も毎年長・短の変

化があることが，久居－菅原 （1978）によって明らかにされた。 さらに産時jl}Jii＇第 46次の調査の 2月

中旬から，第 33次の 3月下旬にまでおよぶ時間的変化があった。産卵への 1日の11＼現個体数の最大値は，

繁殖期が 2回に分れた 1977年は少なく 90個体程度であるが，他の年には， 100～150個体になっている。

この産卵期には，小さなflifil体はほとんど出現せず，体重 80g 以上の成体である （久居 1975）。しかし，新

個体の割合は高く， 1977年 2月 26日には 46% に達するし，他の場合も 30% 前後になる。この乙とは，

成体に達するまで調査地域内に出現せずに生存する個体が多数あることを示している。自然教育園内の全｛間

体数を推定する場合には，前報 （金森 1975）でも示した通り ， 調査地域内に出現しない｛間体の惟定法が問

題となろう。

産卵期以外の調査次においては， 天候や気1mi，に関係し，連続した日であっても，出現数は著しく異なるこ

とがある。しかし，全体的に季節的変化を見ると，4～6月に出現数が多く ，7月に少なく ，9～10月に増

加する傾向にある。9～10月の増加は，久居 （1975）に示されたように，主l11年生まれの幼（肉体が，調査地域

である観察路に出現する時期であり ，新個体の大部分は， 幼f~1体である 。

年間変動を 5～6月の 1日の出現個体数から見ると，前報の 1973年は，8～84個体で平均約 40個体，

1974年は 5～159個体て、平均約 81個体が観察されている。1975年には，さらに増加して，l日に約 100

～153個体，平均 130個体が観察されているが， 1976年には，42～68個体，平均 58個体である。 1977

年には，29～56個体で平均 45個体になり ，ほぼ 1973年に近い値になる。1978年には 1日 100似体を

表 1. 1日ごとの捕獲成績 1975年

調査次 ｜ 17 I 1s I 19 I 20 I 21 I 22 I 23 I 24 
年月 ｜ 1975.3 I 5 I 6 I 6 I 7 I 9 I 10 I 11 

I 9 110 In昼In 112 115 116 I 7 I 8 I 21 I 22 I 5 I 6 I 1s 119 114 116 I 6 I 7 
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ホ印は他に未調査の｛固体があり全体数はさらに多くなる

22回以降は小さな新個体（およそ 15g以下） に記号を付けられない個体が存在する。以下表同じ

表 2. 1日ごとの捕獲成績 1976年

調査次 25 26 1211 28 29 30 31 32 

年 同 1976.2 I 3 I 5 I 6 I 6 7 9 

日

新 イ閤 体 46 41 10 3 36 25 16 8 22 21 10 
9120 110 115125127 

再捕｛悶イ本 60 69 19 12 29 41 32 34 46 24 34 8 30 11 26 33 41 

よ口』 106 110 29 15 65 66 48 42 68 45 44 17 50 21 41 58 68 



ヒキ カエノしのノ｜て.fl~学的 lil f ’先 - 3 

L円

り；~{II~川品＼~lfi~lli~I
料新WI未破認、個体を含むので合計が多くなっている

越すまでに増加 し，1979年には 6月の資料はないが，7月の資料から比較すると， 1975年以上に噌加し

たことが推察される。これらの結果， 1973年から 1979年までの 7年間に 2回のII-¥現個体数の多い年と，

2同の少ない年が観察された。

まとめ

Cl然教育閣内における，ヒキガエノレの凋食の結果，観察路上に出現する fi,¥j体数に季節変動と年変動があっ

Tこ。

不Ni的には， 4～6 月 に ii ＼現 fl~H本数が多く 7 ) 1に少なく， 9～10月に噌力llした。9～10月の憎加は当年生

れの幼例休である。

年変動は，7年間に多い年と少ない年がそれぞれ 2回あった。
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Summary 

The increase and decrease of observed numbers of Bufo bufo formosus BOULENGER in National 

Park for Nature Study were twice each in 7 years from 1973 to 1979. 

The period of good many observed numbers occurs twice a year, April-June and September-

October. 


